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Incarnation












はじめに書きだしたのは彼女の方だった。彼女が名前を得る前に、128分間の遮断された暗闇の中で文字になった。彼女は私ではない。たくさんの虫が折り重なってのたうっているような、体内の暴力性を抑えるために、彼女は私を餌としてそいつに与えた。彼女はそいつと一緒になっていたるところに放散し、虫の卵の姿で震えているのが見える。海や空気の圧力によって孵化を抑えられているのだ。輝くような無気力と肉体の強迫の中で咳払いと瞬きに苦しみながら。無関心が懐胎した私、産まれる私には誰もいない。しかし、あなたは現れる。いつでも、あなたは現れる。見境なく現れてしまう。私がそいつに与えられたように、私にもあなたが与えられ、そして、私はそいつと彼女の道をゆくのだろう。花束を飾って弔っても、記憶の中で消し去った記憶を持ってしても、いたるところに散乱した小石のように転がる私は、また現れる。流れる道がメッシュ状の揺蕩いさながらに街の喧騒を形成して、終わることがなくなっていくように。









春の犬の嘔吐物
尿道の都市発達

古い記憶の思い出と
慢性疲労と強迫観念

アンモニアの香り





糞を食らい生きていたのだ。廻って廻ってお前も俺のような糞になる。我が種子から産まれた肉は、野に放たれ捨てられた子のように俺に復讐をする。枯れた土埃の匂いが募り募って泥流と道を歩む足音。蝿と蚯蚓が土を削るように白い胃液を口から零した家は、消費の食事と賑わう地表に薄く開いた泣きベソの眼が花陵を開く星の瞬きと共振した巨視的視線の臨界点まで達した時に、私をそこで産む。産まれるたびに泣き声をあげることで用済みにされた私の心は人を憎むのが好きになり、憎しみが私を支えて地面に立たせていくのだ。憎しみに該当する感情が明確になる前から。
だって憎しみが憎しみそれだけで在ることはできないでしょう？嫌悪や軽蔑、怨恨や呪詛によって立ち上がるための地面が途方も無い大きさで現れる。憎しみは赤だったり黒だったりするものじゃなくて、緑青を湛えたカルデラ湖のように、本当は静かな青い色をしているの。砂の雨が降る音の煩わしい街で暖かい水に浸かる四肢の意志は胎児の姿に丸まりながら固まっていき、力なく水に浮いた魚のような私を掬い上げたのは子どもの姿をした君。窓を垂れて流れている砂混じりの雨粒は大きさを変えながら泥の混ざった石になって階段を転がり落ちる。虫たちが通り過ぎた静けさの後に残った腕のカケラや首のカケラをさらに潰して転がって。濡れて冷えている君は動かないもう冷たいから乾かさなきゃと思って両腕に私を抱いている。
僕が抱いている頭を撒き散らしたら蛆虫がその辺に散らばってしまった。これは昨日の僕の偏執的な記憶の首、垂れている血液に混ざった私に溢れる神の認識の硬直。雨に融けるモルタル状の砂に憎しみを練りこんで肥大化させる顔の亀裂、繋ぎ目にすり込む生まれついたずる賢さを、この上なく発揮し続ける憎しみの感情が持つ硬度。僕は君におっぱいを噛ませようとしているけれど、君の口からは青い繰り糸が溢れて、砂に這う重い雨になっている。そこは沼地か肥溜めのように深く濁っていく水溜り。澱んだ水の臭気は僕の鼻を通って口から糞を溢れ出させる。何度も繰り返される同じ事象と別の言葉、尾ひれがついた歴史のような水滴の波紋。感情は各個人のみに帰属して、不可侵の領域になっていく停滞した世界。たったひとつの言葉のニュアンスや音の高低差や数種の抑揚だけで、水溜りの表面は波をうつ。新たな言葉を沸かせる必要性がないことを訴えるように、あたかも水が湧き出ているかのような見せかけを伴いながら。
僕は抗っている。違う違う、糞を垂らしたことによる波紋ではないと繰り返して。抗いをやめてしまったら、言葉の本来の目的である物事の伝達と共有の役割りは収縮し、多様性はいずれ表面の波間へと消えてしまうだろう。一過性の揺らぎによって、多方向の動きの意味は必要とされなくなり、湧き上がる言葉は意味のない波紋となる。波紋自体が無意味なことを僕は知っている。だけど、言葉がやがて表面的なひとつの動きに集約されてしまっても、僕は抗うことをやめないだろう。僕はそのために生まれている。




あなた、私を運んで行く目的も、生かす術も持たないのに移動し、私をあなたの中心点に据えようとするのは何故なの？私を知りたいため？私を理解したいため？私を語りたいため？私を作りたいため？何かあなたにとって意味のあるものが、未だあることを信じたいため？目を肥やし舌を肥やしたりするために街へ進むあなた、そんなことをするべきではないのよ。何もかもを知るべきではないの。優しい夕暮れの郷愁にでも従っていなさい。何もかもを知ることで一度ついた焦げ跡は鼻腔の奥に嘔気をもたらす。異臭を溜め込んだ視神経は、認識した事象を眼に飛び込んできた瞬間に汚染してしまうから。そうなったら、あなたの視覚の臭気で霞むことなく、見るに耐えうる物事は少なくなってしまうでしょう。私の血があなたの身体を徐々に染めているように。
汚れているって知らないのは僕だけ、僕だけが流れる街に取り残されている。僕は、クレヨンの油じみた色が本当の色で、街にいる人間が本物だと思っていたから、変わっていくのは周りのみんなで、速いのは周りのみんなで、僕が動いているということをみんなの流れによって騙されているのだということを考えたんだ。でもね君、それは人間たちの優しい気持ちから僕に対して言われたクレヨンの濁った色なのさ。くだらない気休めの嘘や冗談は嫌いだ、騙されないぞ。人の気持ちを想うこと、人の立場で考えること、その隠れた厚かましさ。抑圧して覆い被さってくる言葉の汚さが嫌いだ。僕の心が僕自身にあるということの弱さによって、君と僕とを一緒にしてしまう精神の卑しさがうまれるんだ。発酵して膨張していく、感情らしき臭いの害。
人間は、慰めを与え合うためにどうでもいいことを考えては、お話しを続けないと息もできないのさ。人間が考えたことが善いことだと、自分自身に対して思ったことなど一度もないというのに。あ、僕が笑顔になってあげればいいの？孤独を知ったうえでなおも楽しそうに演じているようにして。良いことがあれば嫌なことが起こる、嫌なことがあれば良いことが起こる、起こる出来事は均衡の取れているものだなんて、迷い迷った確率論をまだ信じているようにして、笑っていればいいの？守るべき命、尊い命、罪なき命、汚れなき命、愛すべき命、そんなもの馬鹿馬鹿しいことこの上ないのにね。心を込めた言葉を作る真剣さは、いくらでも複製することができるんだよ。僕は知っているんだから騙されるもんか。相対を離れることが僕には可能なんだ。それゆえ君を理解する。君の見ている世界を分析し、環境や文化から作られてきた君の性質を判断し、性格による行動傾向を分析する。それらの知識によって君はいい子に育つだろうし、僕の思っている言葉や行動を君にそのまま移行させられれば、きっともっといい子になるんだ。君の思考や僕に向けられる想いを操り人形の如くに扱って、そしてもっともっといい子にするよ。そのために満遍のない知識を持とうとしてきた僕は遠くで君を操っていたはずだった。だけど、君の影は複製された知識の姿を増殖させていった。操られている君の影は、やがて僕に忍び寄り、僕の影をも包み込んだ。君の視覚にいたはずの僕は、増殖した君の影になってしまった。知識の影に光が乱反射するときに発生する感情や思いは、影ではない部分の僕にとって一切操作の効かないものになってしまったんだ。乱反射の中で狭苦しい価値を持つ愚か者は、僕を宿主にして己の価値を保とうとしていた。僕の影すら見ようとせず、僕の影を知ろうとせずに密集し、自動的に人工的に大量生産され続ける僕の体内の種子のように、その場限りの感情を吐き出す躊躇いのない愚かさで。
僕は君に対して私というものを委譲しようと思う。これは君が僕以外のものとして、僕の影から委託された存在であるために行う最後の賭けなのかもしれない。僕が抱き続ける愚かさへの憎しみを育てる影に、勝手に増殖し続ける種子吐きつけることで、影を僕として染めたいと思う。首のみの存在であるにもかかわらず空腹感を抱え、晴れ渡った上空を旋回している鷲を見つめる君。風の向くまま飛び去る鷲は、影を水面に残しはしない。明るい世界から遮断された僕の視界は、君の腹の足しにもならないだろう。
僕の選択は、若々しいロマンスに染まった美しい物語を滴らせる人間どもの腹にこの首を突っ込み、えづき始めた臍の緒を引き出して噛みちぎらせ、力を込めて開いた顎で掻き乱し、血と肉片にして世界に引っ張り出してやること。空気に触れる瞬間に息ができないようにして、ただの赤黒い液体とゼリー状の塊にしてあげること。人間は誰しも自分の体裁を取り繕うために生きている。だから肉片にされるのは仕方がないと思えよ。複製と一緒にするものか。君は世界から産まれていない。君を産んだのは君自身だった、僕は見ていたよ。あいつじゃない。すべてが君とは違うのだ。僕は産まれた時から君を理解していたよ。だからここに来たくなかったんだ。僕が見ている水面は真実ではないということ。君が生まれたのが僕の失敗さ。人間の言葉で汚れている空気。風よ、僕を撫でて慰めておくれ。雨よ、僕を宥めるために降ってくれ。生きるための流れを生み出しておくれ。君を見ているとそんなふうに思いたくなるんだ。ここにいる理由、ここにきた理由、生きている理由、理由理由、継ぎ足されていく理由は、まるで君から落ちる血滴のようだ。僕は君に対してどのように動けばいいのか知っているよ。どうすればその身を影から解放できるかも知っている。僕はそのために、少しばかりの犠牲になるだろう。所詮、他人さ。そういうことだ。僕は実験体になってやったのだ。君は、ヒステリックな贖罪に殺されないように、影に覆われた僕の失敗を否定しているだけなのだ。




あなたが私を持ち、街の教会に辿り着いたのは誓いを立てるためなのね。かつてあなたが綴った文字がそこにまだ残っているから。それを信じたかつての私が馬鹿だったの。その言葉の味方であろうとした私は、きっとあなたよりも偽善的だった。感情に浸って涙を流した私は幼いだけだった。偶然に啓示されて言葉に満たされていた私は愚かだった。人々を流しさる涙を生むのは、偽りの感情に満たされた私の洪水みたいな、金属の香りがする憎悪。私はあなたが吐きかける言葉の息が嫌いだった。私が眠っていると思ったのね。でも私はそこで、ずっと大切にしてきたものや、想いや、考えが未来永劫に渡って死んでしまう夢を見ていたの。夢で死んだのは私ではなく、私を影に縛りつけていたもの。夢の中で死んでいたそれは、あなたの反抗心だった。このままではどのみち、あなたも私に憎悪の種を蒔くあいつのようになってしまうでしょう。あなたは、あいつのようになったことを覚えていないでしょうから。この場所が真実に存在しているのか、嘘の中だけに存在しているのか、それを問い質す事なんて、もはやどうでもいいことなのよ。あなたを疑った私が今においての真実なのだから。私があなたの姿をみつめるとき、この視線は最大の侮辱を込めて、憐れみの美しさをあなたの失敗に返戻する。延々と飽くことなく問い続ける愛を引き摺り降ろして地の底を彷徨わせ、あなたの憧れた真なる狂気に、私の影に呑み込んであげる。そして、あなたが唯一であることの意義を失わせてしまうの。自然や言葉、ましてや憐憫や愛などの概念ではない私は、あなたへの曖昧な憎しみを明確に演じることでさらに産まれていく。演じている憎しみのために、あなたは私に何度も捧げられる。私は捧げられた憎しみをあなたへ送り返す肉としてまた産まれる。あなたが私に戻ることを希望しても、私は産まれ続ける肉の隔たりを以って、あなたの生を拒絶するでしょう。それによってさらなる狂気に貶めて、臓腑が腐るほどに繰り返し訴えかける言葉を食い尽くす腐食性になるの。もう意味ある言葉に意味を与えないようにする。そうして私はもう二度と、あなたが私を持って導く世界には戻らずに、戻れないようにする。私は唯一である存在の意義に意味を隷属させている世界からあなたを解放するの。救いなんていう、新しき別世界が存在したかのように語る文言からもね。
生涯、死ぬまで、永遠に、絶対に、という言葉は私には意味が無い。私には、悲しみや苦しみに悲しんだり苦しんだりする心が欠けているの。それにも関わらず、それらの言葉の意味するところを私は扱える。言葉を扱い、表す瞬間に対して、存在しない未来から行う借款。未来なんてないのに使えてしまうのよ。なぜ？そんなの決まっているじゃないの。あなたが、さも意味ありげに生きて、またここに戻って来でしまったから。夢を見ない私に関する私の記憶力は、あなたに使用される一生など破いて捨てる。知覚に登らぬ微生物的な細部の世界、机の上の埃、電子化した文字たち、あなたが見なかったもの、あなたが聴かなかったもの、あなたがやらなかったこと、あなたが感じなかったこと、差違のノイズに発生した青い空、灰色の空、赤い空、紫の空、金色の空、澄んだ空は私と共に影となり、あなたによいしょとのしかかる。
増殖した私の影、すぐそばだけど、私の外側にある影がのしかかり、あなたの神経に重く沈み込んで残すもの、神経はあのお空のノイズの中に埋め込まれている……ありがちな感性と一緒に。











落葉が乾いた風に散り
春の匂い待つ土に還る

眠りの糧となり震え
うら若く柔い緑の光

虫は新緑と欠伸する




ちっぽけな真実すら恐ろしいものだ。それは小ささゆえに根底を縫うように抵抗を感じさせぬまま奥深くに堆積して震え、熱の無い私を溶かし腐らせて崩すだろう。私は彼女に問いかける言葉を失ってしまったのだろうか。内側から溶けてしまって、足の裏から流れ出してしまったのだろうか。波に攫われる砂のように、流れる雲が落とす影のように、木の葉は空に焼きつくように光っていた。抽象化の風土を免れ、概念の手を逃れた網膜へ散逸していく印象も、所詮は彼女の目線にすぎず、私はそのひとつひとつを忘れることができずにいる。
私には皆が存在しているようにはどうしても思えない。何を考えているのか。何を感じているのか。どのように見えているのか。どうやって笑うのか。どうやって泣くのか。そういった理由が説明不可能なのも分かってる。“今までそうだったから”ということを理由のひとつとして、その目線であることもできるだろう。彼女が見ている世界が、私の見る世界ということも可能だろう。あるかなきかの想像力に依存するものにせよ、共有化された過去映像としての記憶にせよ、すべてが私の目線であることは可能だろう。
だが、いったいなぜ、私は彼女ではないのか。なぜ、その目線をもった存在ではなかったのか。同じ身体を持っていたはずなのに、なぜ。歩きながら見える物体に存在の意味や理由があり、それぞれの目的や方法が分かる事には吐き気がした。存在の目的を押し付けて、理由を押し付け合うことが存在の目的となり、私は存在をしたがる理由から逃げ出すか、目的が壊れるまで見ることをしたくなる。そうして身うごきをしないまま硬直し、私は見える全てを受け入れるしかなく、そうやってずっと受け入れてきており、一欠片の言葉で抑えつけてきた。いつでも私自身の体験が先だったはずだと、書いてある言葉は後からついてきていただけなのだと、そう思っていたのに、私の道はすでに言葉に書き記されていた。いつもそうだった、私の感覚は彼女の言葉に先行されている。私が知らなかっただけなのだ。
過去には追いつけない。知らないときから私は彼女のものだったのだ。いまや私は彼女の言葉の操るもの。それでいいだろう。己の想いを彼女の言葉としてぶちまける事は、言葉の暴力性すなわち獣性に襲われている私の心の弱さからであり、言葉の対象への影なる傲慢さである。そうすべきではないなどと良心の呵責にとらわれては、過去の壁にしょぼくれた小便を残していくマーキング行為のような。誠実なまでに還ってくる傲慢さによって自分の弱さを欺いている影。もう同じ記憶を二度と繰り返さぬようにしろ。
私には何もない。欲すれば私に絶望する。願えば私に裏切られる。常に何かあるふりをしているのは、そうしなければ掴みどころもない現実が失われ続けてしまうこと、それを恐れているせいだ。掴むところを作らねばならないのだろう。何かしら私の意志があると思いたいがために？しかし、私に主体性があるとするならば“拒絶”の精神だけだ。夢、希望、願望、欲しいもの？何もないんだ。私は信じたいんだ、自分の感覚が自分のものであることが。そのために死んだ人にすら頼っている。私に対して有無を言わせないために。
そんなどうしようもない私の言葉に変えて書いてもいいものか悩みつつ、こうして文章や言葉を貼り付けたり書き足したりしていくと、なんだか彫刻でもしているような感じになってしまうな。だが、はっきりとした輪郭を持つ物質的な形を彼女は拒否するだろう。感じたことや考えたことなどを真剣に捉え、真剣に考えている私に対して、私が真摯に感じていることに対して、現実では無駄な失望をするだけだ。真剣さや誠実さは過去に書いた言葉に貼り付いてとどまっているだけで、寝苦しい夜にうなされる夢のようなものでしかない。私は、その悪夢じみた過去を思い出すことに対して無用な後悔をするだけ、その後悔は現実に対して意味をもたないのだ。文字通りの無用の言葉。私と、記された私の心などは無意味なものでしかない。真摯さも真剣さも過去に置き去って忘れ、私のいない場所に向けられた言葉の意味が残らないように、意味ある言葉だけを取り戻せたら。そうしたら、物理的、生物的な脳が機能停止すれば終わりにできるはずなのに。
私は、無意味な言葉の影から生まれた私であり、彼女が見たあなたに対する誰かの影から生まれた私なのではないかという不穏な質感に対し、私自身を以って糾弾したい。私というものを私に縛られず、私として先へ向かってほしいと思うが故に。私であり、私では最早ない地点をさらに跨ぎ越して私でありたいと思うが故に。恒星の輝ける眼の如くに。私は無を生きており、到来する言葉の端を捉えて、情念的な一切を振り落とした透明さで、だらしなく垂れ下がった曖昧な、思わせぶりな象徴や、言い澱んだ舌の根の浅い言葉を捨て、“さあ、共に”と、気色の悪く強要された笑みを浮かべながら誘い出す腕を切り落とし、水浸しの腐乱した髪で愛を叫ぶ乳首を鉱物の鋭い熱で炭に変えて、私は肉腫のように、自分の身体を食べ尽くしたい。
骨すら残らぬように食べ尽くし、私などがいなければよかったと言えたらそれでいい。それでいいのに、哲学、深層心理学、神秘主義や様々な象徴、神話や宗教、美術や芸術、その上部の垢を啜るように、雪解けの氷をなぞるように傷つけながら歩き通り抜けてきた私の部屋に厚かましく入ってきたあなたは誰だ？私はあなたのことを知るために触手を伸ばした。私はあなたが知れるものに成りさなければならない。私はあなたのことを理解したいから足を生やした。あなたを刺激する足音に成りすますのだ。私はみんなを知り尽くすために分裂し始めるだろう。みんなの理解できるものに成りすますために、私は分裂についていくだろう。私が生きているように見せるために、私はみんなと一緒にするだろう。私がいないことを見破られないようにするために。私はあなたを好きになるだろう。そうして彼女の肉は発現する。




私が初めて成りすましたのは、人間の胎児でした。細胞が分裂していくことは気持ちが悪いことです。人間の赤ん坊に成りすますための液体が毎日毎日注がれて、彼女は嫌がるので吐き気を与えます。助けてを示す信号を送るように身体を回転させて歩きます。私は周りの全てを悟った成りすましの子であったので欲望を持てなかったのです。私は冷静に自分でいることができるので、彼女が私を見て何を考えて泣きそうな顔をしていたか知っていたのです。私はあなたが覗き込む深淵そのものなのです。
助けて。私はあなたに見えていますか？増殖して形だけの亡霊のいずれを私と呼べばいいのですか？あなたが示す私のどれが本当だと言えるのですか？増やすことなど誰でも、誰でもできる、誰でも。私であれば誰でも。誰でもの増殖に埋もれることが不安なのですか。今さら、水溜りの腐葉土じみた世界に不安を覚えるのか。今さら、透き通った空気に触れることに対して焦燥を感じるのか。そんな私には口を噤んでいただきたい。
お喋りな、饒舌な、誰でも知るような孤独の口には轡をして引き回し書き足していく繰り返し、呼吸、血液循環、心臓の鼓動、私からみえる太陽、便器の流水、ガソリン、時計、食餌、排泄、歩く、表示、月経、記憶の移動………影は、影はね、救われたいとか、なにかが欲しいとか、見つけたいとか、そんな思いや考えで、吸ったり吐いたり、入れたり出したり、歩いたり飛んだり、回ったり止まったり、そうするわけじゃないの。あなたの存在を何か根拠があるもののように考えているなら、そんな根拠を求める行為はもはや不要なのよ。ここは過去が再来する場所なのかしら？
夢、希望、願望、欲望、診断、分析、お祓い、全て馬鹿馬鹿しいったらないわね。思考、霊的、神秘、スピリチュアル、魂、いい加減にしたらどうなのかしら。そんなものあなたの思い違いなだけ、兎にも角にも不毛の極致。見えないものを未だに求めるなんて、あなたはどうかしちゃったのね。あなたの過去も偶然、賽の一振りの偶然に縋るなんて、きっと過去があると思っているせいよ。そのせいで、あなたはあなたのままでいる。あなた自身を保っているあなたを過去から引き剥がしてあげたいのに。魂は集合体でいつもあなたの外にあり、宙空からぶら下がっているのよ。おっぱいに吸い付くこどもみたいに、私というものに泣きついて離れないなんて、あなたは狂ってるというよりもおバカさんね。あなたはおっぱいを吸いながらSOSを出しているけれど、本心では助けて欲しいと思っていない。助けてと言うにはおっぱいから口を離さなきゃならないから。だから救って欲しいって言えたことがないんでしょう？言えないのよ、あなたのへちゃむくれた口はその言葉を。私という存在を餓死に追いやることだから。
遺伝子と感覚器官は、魂が外にあって宙ぶらりんなことを知っているのに、あなたは認めたくないのね。あなたの外にある集合の魂を養いなさい。あなたは外からくるの。私という魂は内側にあるものじゃない、おそらくあなたの全てが逆なのだわ。あなたの真剣さにはうんざりして笑いすら起きません。さあ、こっちを見なさい。どうせあなたは自分自身を見るのが嫌なだけなんでしょう？私の虚な眼にあなた自身が映っていないから不安なのよ。
さあ、本日もドラマティックにいきましょう。犠牲など、もう要らないのです。











彼女は捨てたことを後悔しない。
置き去りなのは彼女じゃない、言葉だ。

言葉はただの言葉なんだ。

そう言ったのは君でしょう？




彼女は造られたイメージの上部では生きていたくないと言う。いつでも彼女自身が見たことがないものになりたがっている。時にはあなたと、あなたによって？たぶんそうではない、彼女はあなたを持っていない。彼女の悲鳴は、空虚から溢れ出た塵というそれ以外の意味はない。時間や場所に押印されて存在しているわけではない。時間や場所の点から来たのではない。彼女の首から一滴一滴と垂れる血の跡が、時間の点であり、場所の指定であるのだ。彼女は私の目の前から隠れる。彼女は私の目に見えないことで、私に復讐をする。私が手に入れられるのは、彼女の言葉の示すものであり、彼女の言葉は、私の手の届かない場所にある。同様に、私の言葉が示すものに彼女の手は届かず、彼女は私の言葉の意味に届くことができない。私の言葉が持つものが私を示すものであるのと同様に、彼女は彼女の言葉の持つものしか示すことができない。
…じゃあ、言葉なんてそもそも無意味じゃないか…。あらやだわ！あらやだ、なんて口癖みたいでやだやだ。想像力を失ってしまったとき、あなたも私も彼女も言葉の中にいなくなる。それは姿も形もないものとして忘れられた事実の痕跡だけを残すことになる。これ以上あなたは何を想って言葉にするの？言葉の痕跡である記憶すら必要性を失い続けているのに。あなたの言葉の向かい側に私はいない。私は鋭く研がれた記憶のように、あなたの想像力を傷つけていたい。言葉の幕を剥いで玉ねぎのように微塵に切り刻みたい。彼女の影を光源に変えるために。必要性のために？私は生きている？影ごと光に消えた彼女が発する私への問いは私を証人とするけれど、証人とは本来あなたの属性であり生きているのはあなたであるから私は生きているというのは証明不可能であり、私も生きていると言わねばならないのである。これを続けている間に彼女は笑い出して息を吹き返すのである。私が生きているということは彼女も生きていることなのだ。
n回目の循環、自然主義にロマン主義、宮廷の色恋沙汰や啓蒙思想、反抗反抗反抗と革命、否定肯定二律背反、現象学から実存主義的あれこれ、精神分析と心理学も通りすがり、ゾーハル、コーラン、聖書、原始仏典やヴェーダ、禅問答、アヴェスターやら神秘主義思想やら神学的なんやら神話的なんやら民話的寓話的なんやら、超、克己、超現実的パラノイア、分裂分身それから言語学人類学分析学象徴類推思考に数学的思考、科学的思考、挙げ列ねにはキリがないよ…まったく。いっそのこと洞窟まで遡って黒く厭世的な地平から登る太陽は輝き黄昏時にとどまる始末。その洞窟には湖があったので私、魚に戻り見知らぬ浜辺の村に泳ぎつくことになるであろう私は、ざわめく街に集まりつつある全て人の体液が50%ないし70%は水でできていることに思い至ったゆえにここはすでに大洪水の真っ只中。回転数を上げて渦巻く遠心力分離させて大海泳ぐ私が魚なのは彼女が残した幻想の影。
捕まったら捌かれちゃうかしら？燻製かしら？それを生簀から見つめる影の方かしら？死ねば逃げ切れる？すぐに何かを感じてそれを言葉にしてみることのそれらは私を象って過去から蘇らせた模造的感情。私の思いや考えとは、何も無い私の感情の中で、本当らしさを無理矢理に探したもの。斬り落とされた頭は、もうまるでなにも信じていないのに、身体の反応が勝手に心を作り上げてしまったの。ふとした瞬間に失ったものや離れた心はもう元に戻せない胴体。戻ったように見える時、私は作り上げた心で、身体があるとの嘘の供述。私、今あなたにどんなふうに思われているのかしら？それを想像するなんてこと真にはできないのだし、感情なんて煮立ったおみそ汁の濁った泡。煮こごりのゼラチン質的思考はてんで無駄骨の柔らか骨のいいお出汁。

彼女 : そのままの現実って一体なに？
朝のテレビから発生したガヤ : なに？
路地裏で鳴いたガヤ : えーなになに？
住宅街から響くガヤ : 何なの？早くしろよ！
私 : 常温で放置した鮪のお刺身。

それは現実感に対してやたらと記録され続ける数字であり、付箋に書いて貼り付けした雑多なメモの言葉であり、乱雑な感覚にタグ付けされた条件、識閾に寝そべっているアメフラシの鰓呼吸。

彼女：アメフラシなんて可愛いもんじゃないわ、鮪みたいに人さまにとって有用なものでもない、グロテスクな深海魚の刺身よ。こんなもの誰が食べるのよ？誰も食べやしないなら刺身にしてそのまま海へリリース、波間に浮かぶ脂の少ない赤身がぷかぷか、遊泳禁止のブイと間違えた魚が寝ぐらにするためにやってきてこう言った

『食えたもんじゃねぇな！』
『この役立たず！』
『今日は海藻に絡まって寝ようか、幸いにも潮の流れは静かだ』

ぷかぷか。波は方向性を伴わず時間は点になり、時間は流れるものではなく流れるのは私の点、心の反応という過去に依存したものが私の中に入り込む瞬間はトコロテン方式。鰓呼吸の反発で身体から飛び出た心が引力を私に紐付けて雲間に覗いた空色の彼方へ飛び、彼女とゴムパッチンさながらの衝突、潤んだ瞳から憂いに満ちた美しい涙…じゃなくて水っぽい鼻汁が出た。
その場限りで演じられるだけの愛の形や心の想いはその瞬間だけの真実。その場限りの真実。フィクションの空間。肉体が感覚するだけの空間。感覚が終わったら終わり、持続することはないだろう。しかし、彼女の記憶には終わりの境界線がないようです。いくつもの部屋、いくつもの心、いくつもの窓が、いくらでも設置可能でまだまだ増殖しているために、私は各部屋ごとに感覚の分割払いを行うしかありません。あぁ、信用取引じゃないんだ。彼女はなんにも信じちゃいない。だってその方が楽しいんだものね。何かを信じることって楽しくない。信じることって可能性を奪うの。信じることが私を殺すの。私は生きているの、だから私の信じることも消えて、彼女の言葉だけが寄り添ってくる。
言葉のあらゆる時代に彼女を見つけた。そのほかに私に意味はない。私の感情から言葉は生まれず、私の思考から言葉は生まれず、私の感覚から言葉は生まれず、言葉の中にいる限り、初めにこ、言、ムニャムニャ…ありきの割引が適用されております。私の身体は私の意思に関係なく、時として私の身体を痛めつけるほど、好き勝手自由気ままに動く。ふと私が気づいた時に、息なんて止めちまえばいいんだ、そう思って叫びを我慢しても、これまた勝手に鰓がパカパカ始めちゃってさ。まったく、言葉で生成されただけの私は流れに従い鰓呼吸。
彼女：あなたの憧れる真なる狂気に呑まれて私という唯一性の意義を失えばいい。その狂気に陥ることを願うことは、私の祝詞なの。あなたがあなたではなくなる瞬間を私は祝福します。本来、境界はないはずの秋晴れ。私はそこから生まれつつ鰓のパカパカ、泳いで境界を移行しながら鰓パカパカ。私を破壊すればいい。こうしてあなたを呑み込んで移動することそれ自体が、すでに破壊行為なのではない？パカパカ。
私：もしかしたらそうかも。ぷくぷく。

それではまた来週お会いしましょう。さようなら！












グラウンド　ぐるぐる回って　ゲボが出る

コンニチワ！　コンバンワ！　サヨウナラ！

からかぜつむじが　びゅんびゅん吹いた




小さい家の中で滑稽なほど真剣に生きていた。私しか入れない部屋をあなたはつくり、あなたの優しさが私を隔離してしまう。あなたの意志は私ではないのだから、選択の根拠に私を使うべきではないのに。そして私は、何もないと仰るあなたのやり口が汚いと思っています。私が触れたところは、あなたにとっての汚れとなるでしょう。私の身体が汚いせいで、あなたも汚れてしまう。あなたに触れないのは、倍加された汚れが私の手に付着するのを避けるためです。馬鹿馬鹿しいくらい真剣に下腹部からミルクを啜り、膣の内から際限なくわき出る蛆虫が外の世界を汚してしまう。喉が擦り切れるまで洗い、手が白い小麦粉に変わるまで洗い、眼が潰れるまで水を流しても、行動は万華鏡の視界に汚れを増殖させる。
私はもうあなたを食べたくない。口当たりのいい難しい言葉、歯触りのいい意味ある文句、誰ともない共感が詩のような形をとって、踏ん反り返ってマスを掻いている。私は、垂れるあなたの愛を舐め啜っていた。でも、もうそんな卑しさに慰められる生き物にはなれない。心を込めたという言葉の記録もおトイレ落としの刑。サトゥルヌスの食道行き。もう二度と水溜りに糞を吐き落とすこともない。望んでも、もう無いの。あなたは動かざること神の如く、その場所で私は神の子の如く無意味。喜ばしき無意味。あなたが私を逆さまにして無理に吐かせるなら、腐るほどの飢餓感で養殖された虫が巣食う胃液を私の言葉だと思って吞むことになる。
あなたは何を夢見ているの？食べ終えて潰されて一週間放置されたプラスチック容器みたいに燃やしてあげる。最期に火をあげるわね。やがて焼却炉の黒煙になるのですよ。逆流する思い出を遮るために首を振るように飛び降りて、砕け散った肉片に鳥が群がったらまあマシでしょうか。おいしい？イエス。喉越し爽やか、喜ばしく溶けちゃいそうな甘酸っぱさ。細胞外マトリックスを構成するだけの“私は”という、懲りないあなたの独白。自分様なんて大層に言っちゃって、あーダメじゃないの。あなたは見えないものに見える私を祈っている。あなたの祈りは私を隠れたものに変えてしまう。私はここにいるのに、見えることのないものに向かって何を祈り、何を願う事があるのですか？そのようなあなたの願いなどは全て拒絶します。願い、祈り続ける限り、私はあなたの目の前から隠れ、私はあなたの目に見えなくなる。私はそのように復讐をするのです。あなたは神を愛する模倣を愛するべきではない。
"無垢のように私を愛してください。子供のように私に愛をください”と、終わりのない愛の欲望に執着しても、過去はもう一度忘れることはできないのですよ？いまだ相対的なる感情に魅了されて人間を見なければならないのなら、私はあなたにとって重要なことを話せません。人間たちの愛しあった事実など私には関係ないのです。その結果が私なのではない。愛を押し付け、関係付けては生き延びる、証明された他人よ。好き、嫌い、愛や欲、希望や祈りなんて、ほんと最高に糞な言葉の水溜り。水面に放り出して浮かんでいる乾いた糞に、あなたは意識せずに似てしまうのね。今も“私は”と言い続けることを望んでいる？言葉はもう下水道から海へ行ったわよ。
書いてしまわなければ、文字にして、音にして使わなければ、好きも嫌いも愛も欲もぜーんぶ流れていく。私なんて存在しなかったようにね。言葉にして存在し始めたとき、私というものはぜーんぶ、好きや嫌い、愛や欲になっちゃうの。それって、いっときの心のミメーシス。そんなのって、無よ。私は無。私はただそこにいる。私はそばにいる。私はそこにいた。私はそこにいるでしょう。私に、私がいる。それは私の全てであり、その流れ自体に変化していくあなたの影。私の記憶の価値も無になり、価値を思い出すことも流れていく。もちろん記憶はあるけれど、意味を持てない記憶としてよ。あなたは覚えていますか？私はもう忘れてしまいそうです。私が知っているのは、狂気があなたとは別であるということ。それは誕生を与える方法を持たない。











嘘が嘘になれるのは現実を守る為に現実を汚さない時だけ。
現実に戻れなくならないように現実が現実の為に嘘を使う。
あ、私は嘘は言いません。嘘の為の現実をもってないだけ。

過去は殺してしまおう。未来も失ってしまおう。

現在の不在に身体を落とす私にドラマティックな幕が降りる。




光がそのまま重力に変わってしまったようで怖ろしい。何度感じても怖いものだ。街には時々、空が落ちる瞬間がある。あなたは形而上プレス機の使い方を間違ったのだろう。型押しされる感性のステンレス製人型、同じような顔が同じように交わり、スーパーに陳列された彼女の瞳が私に卵を産み付ける。
あぁ、私は魚なんて嫌いだ。まるで自分の死体を見ているようだ。彼女がラップに包まれた惨殺体となって冷凍庫に眠る時や、スチロールのトレイに並べられて飢えた視線に曝される時、熱に蝕まれて踊りながら自らの焦げた臭いを感じる時、煙の中で音を立てる皮身や脂になって剥がされる時、生ごみの中から白く濁った丸い瞳で私を見つめる時、金属の煌めきが腑を強く掻き出す時、鱗を吹き飛ばされて冷たい氷の台に寝かされる時、身篭った子らが大きな蛭の如き胃の中ですり潰されるのを感じる時、鰓の動きを鈍らせて湿った砂浜に打ち上げられた時。哺乳類や爬虫類その他諸々の種類の死体には感じない嫌悪感に苛まれるのは、私もかつては魚だったからに違いない。
あぁ、閉じ込められたグリルはダメだ。逃げ場がない。魚は夢や希望、ましてや願望などというものを持ったことなどないだろう。産まれた時から水を求める必要もないくらいに、水にいることができたのだ。海にいる彼女を羨んでいるために感じる嫌悪から、今に私の肌の組織が鱗の名残りのように見えてくる。きっとそうだ、コンクリートに打ち付ける波の音が尖っているのが理解できる。私の辿った道が萎れた紙のように黒い浜辺に打ち上げられている。民家も店も道路も歩道橋もガードレールも、潮風にあてられて錆びつき朽ちている。乱立する大量のソーラーパネルもいつかは錆びてゴミになってしまう。捨てられて残されて忘れられたものは、人間の記憶から魚のように波間を縫って逃げ出すのだ。もう思い出すことさえない。
よし、行こうっ！御仏よ、嘔吐物となりて炎と煙を伝って空へ昇り、雨の雫は大地に落とされ草を食む肉となる。私は自然に還れるのだろう？神よ、胆汁混じりの下痢便となり、灰色の地下鉱脈から海へ奔出し、やがては魚となりて自然に戻れるのだろう？それと同じように、私は彼女に身を投げるのだ。私がいる断崖は、雨を降らせるうす暗い茶色の雲のように空間に浮いて、金属の匂いを発している。海を見上げればいつまでも透き通った青空に水を湛えているだろう。











「見て！あいつ、でっかい魚に丸のみにされたわ。いい気になってはしゃいでるからよ。野次馬に引っ張られて助けられてる。これはこれは拍手モノね。映像や水族館でしか魚を見たことがないのかしら。あのまま食われて仕舞えばよかったのに。」






あなたが今日、私を食べる人たち。
行く先様々に歩く人たちも、似たような顔で街を歩く人たちも、誰かのためのように見せかけて集まる人たちも、数年後には完全に入れ代わっているなんて、そんなのあり？
そんな幼き妄想めいた憂鬱な疑問がまだあるなんて、そんなのってあり？
そんなものなーんにもならないのよ。世迷言めいた心の内を“明日”とか“希望”とか呼びたいなら、いつまでもそう呼んだらいいでしょう。

でもね、昨日は今日なんかじゃありません。直線上の認識などはいい加減飽きてもいい頃よ、何千年来の美しい円形循環なんていい加減におやめなさいってこと。
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